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特集 一 群す毛布の 時代
情報処理技術と農業
集約農業生産シ ステ ム に おける情報ネ ッ トワ ー クを
考え る -
将来の 農業生産 シ ス テ ム に関す る
情報処理技術 の貢献は
計り知れな い ほ ど大きい もの があろう｡
古在豊樹
千葉大学 脚
●は じめ に
大都市近郊にお ける集約農業の将来構想は ､
最近の バイオテク ノ ロ ジ ー , コ ン ピ ュ ー タ､ エ
ネ ル ギ ー 有効利用 ､ 新素材などの 諸技術の発展
を基礎として立案されねばならな い であろう.
しか し､ これら諸技術をどのように統合し､ 新
たな農業技術体系を構築してゆくか に つ い ての ,
確 か な視点は ､ 一 般 に , 未だ明確でない ｡ 本稿
では, 集約農業の将来を､ 情報処理技術の現状
と将来を袖に ､ 筆者の専門とする園芸環境工学
表l 園芸 にお い て コ ン ピ ュ ー タ利用 が可能な分野
大 分 類 小 分 類
計画 ･ 予測
設 計
制 御
診断 ･ 分析
管 】里
検 索
教 育
通 信
作付け､ 栽培､ 出荷､ 生産､ 経営
温室､ 圃場, 装置､ 梯f乳 電照
温室環境､ 圃場環境 ､ 耕運､ 施肥､
薬剤散布､ ロ ボ ッ ト
経営､ 土壌､ 作物栄養､ 肥料､ 病 虫害
簿記､ 資産, 作業､ 在庫
市況､ 産地､ 商品､ 気象､ 文献､ 統計
栽培法､ 制御法､ 診断法
コ ン ピ ュ ー タネ ッ トワ ー ク
の立場か ら､ 模索してみ1= い ｡
● 集約農業生産 シ ス テム と情報
踏斉にお ける ソ フ トウ ェ アの重要性の 増大に
伴ない , 産業面での情報の もつ意味は, ますま
す有畑か つ 多様なもの に な っ て い ると考えられ
る｡ それは農業に お い ても例外ではない ｡ 1=と
えば､ 表1 に示すよ.･5 に ､ 園芸 に お い て コ ン ピ
ュ ー タ利由が可能な分野 は､ 作付け, 栽培等の
計画､ 予測とい っ た性質の ものか ら在庫管理や
市況情報とい っ た管理 . 検索とい っ た性格のも
のまで実に多様である｡
こう した情事艮のもつ意味をこ こでは ､ バ イオ
テ ク ノ ロ ジ ー に基づく集約農業生産シ ス テ ム を
例に と っ て考えてみ よう｡
図1 に示すように ､ 作出された新品種作物の
成長点､ 細胞 ､ - イブリ ッ ド種子などは､ 植物
組織培養､ 人工種子生産装置､ 育苗装置などに
よ っ て幼苗に まで育成される ｡ その後, 順化装
置で定植用苗までに 育成され, 最後に ､ 温室ま
たは圃場などに お い て栽培さ れる｡ こ こでの基
礎技術は､ バイオ テク ノ ロ ジ ー の 一 分野である
植物組歳培養技術､ 特 に育苗技術である ｡
組 織培養苗は, 適度に 調 節され1=環境下で
は､ 収量､ 品質共 に従来の苗より格段に点くな
る ことが多い ので ､ 環境調節技術とその基礎技
術1=る情報処理技術が､ ますます重要に な っ て
くる｡ こうし1=情報 (図中､ 破線の流れ) は､
各農家に お かれるホ ストプ ロ セ ッサ により管理
される｡ さら に , こ の ホ ス トプ ロ セ ッ サがこ 農
業改良普及所､ 営業所､ 組合事務所(±ぉかれる
コ アプ ロ セ ッサを通して気象デ ー タステ ー シ ョ ン
市況デ ー タ ス テ ー シ ョ ン に つ ながれる こと によ
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回1 Jくイオテ クノE)ジ ー に もとづく集約農薬生産 シス テ ム と情報ネ ッ トワ ー ク
り, ひと つ の情報ネ ッ トr7 - ク が成立する こと
となる ｡
こうした情報ネットワ ー クのサブ シ ス テ ム は ､
現在､ い く つ かの民間および公的機関に お い て
開発中である｡ 農業者に と っ て ､ 上述の ような
額しい 農業生産技術の 展開 は､ それに対応す
る新 い ､集約農業生産スタイ ル を可能に させ る
であろう｡
●温室環境管理と情報処理技術
- ひ とつ の事例として 一
次 に ､ 筆者の専門である園芸の分野での現在
での情報処理技術に つ い て少L述べ てみ!= い ｡
温室の環境管理に は､ ｢ 鮫に ､ 専用 マ イ コ ン
が利用されて い る｡ マ イ コ ン による環境管理 シ
ス テ ムの権能は､ 表2 に示すように , 複合環境
詞鼠 緊急処理､ デ ー タ収集処理の 3つ に大別
表2 マ イ コ ン総合環境管理シ ス テムの 主要 齢た 姑 & ･ 伊東ら､ 198 2)
被 制 御 要 因
大分類 申 分 頬 小 分 類
日悶
縦 環境要 素 レ ベ ル の 設定値維持 (a) 書塩
tb)C O2溝度
巨司■環
境
飼
▲一 r
即
(c) 空 気詫裁
聯 設定値の 時刻 に基 づ く変更 (a) 室 温
tc) 設定値の 日射亜 に基づ く堆 (a) 換 気お 1 ぴ噂序室温
崇
忠
lヨ
哩
iA)強風 (aラ 天 窓
(切 異常室温 (a) 警報
(C) 枚終故障
聯 コ ン ピ ュ ー タ 故障 . 停 電
防) 手動異 常設定値入 力
(b) プ リ ン タ に印刷
デ 収
f集
tA) 瞬時鑑 (aき 室温 fe) 横 笛動作状態
tB) 日平均 ､ 最高 ._最低 , 日積算 bー) 風 向 (n 入力設定値
チ iC) 緊急 処理記録 (c) 横井日射 丑 (g) 外気淀
哩
の事 横 罫作動記録 (a) 域 房積 作顛時間 軸 '風速
特■ - 軌サ好転の時代 S7
.
tlJ1来る｡ 表中の 第3 の機能である ｢デ ー タ収集
処理｣ は､ 利用者が､ 環境管理のIJl容を rどん
ぶり勘定的｣ でなく ｢計数的｣ に行うた.
めに 必
須である ｡ 本 シ ス テ ム は､ 我 が 国で は600台以
上､ オラ ンタで は3,000台以上 が利用されて い
る｡ これら マ イ コ ン の価格 は5 0- 1 00万円/台
である ｡
マ イ コ ン利用 した温室環境管理 に よ っ てもT=
らされる効果は､ 次の ようなものである｡
(1) 環境 (日射罷､ 温度､ 湿度など) および
機器の稼動状態を数量的に把握できる｡
(2) したがっ て､ 環境管理の省エ ネ効果､ 増
収効果が明確に なる｡
(3) 強風､ 暖房機の故障などの異常事態に お
ける[:)
'
1空な緊急処理ができる｡
(4) 環境､ 機器稼動､ 異常事態などに関する
記録が明確に残せるので､ それらの改善策を見
い 出しやすい ｡
現在の研究課題は , こ の マ イ コ ン に栽培者の
栽培 ノウ - ウを い か に 的確か つ , 容易 に組込ん
で い くか ､ まT=､ それらマ イ コ ンを い か にネ ッ
ト ワ ー ク化 して い く か にある｡
●ま とめ
こ の ように ､ 将来の農業生産シ ス テ ム に関す
る情報処理技術の貢献は計り知れない ほど大き
い もの があろう. こ のような流れのrPで､ 現在
での 課瞳を行政 レ ベ ル と現場 レ ベ ル で整理 して
み1= い｡
固ま1=は､ 自治体の積極的な支援として
(丑ソ フ トウ ェ アの開発補助 - 汎用的なプ ロ
グラ ムの開発に は何らかの公的補助が必要であ
る｡
②'r.11的なi.:J
'-紬処PJ!技術の婦人帥肋 一 人⊥
'
j:
･
I)
能技法を応用し1=､ 柔軟性 に富ん だ高度な情報
処理技術の導入に 公的補助が必要である｡
③謂技術の習熟 (普及) - ｢ 農業者､ 農業改
良普及員などの コ ン ピ ュ ー タ, - イ テクなIt
-
に
関する再教育シ ス テ ムの充実が望まれる｡
現場 レ ベ ル の課題
コ ン ピ ュ ー タ の機能を十分に活 かすT=め に は,
利用者に も, より高度な問題解決能力が要求さ
れる ｡
(1) コ ン ピ ュ ー タを使 い こ なすに は, コ ン ピ
ュ
ー タの特性を十分に理解し､ 従来の発想を転
換しなければならな い ｡ その1=め にも, 農業経
営全般を見直して ､ コ ン ピ ュ ー タ処理に適する
作業､ 通さない 作業をI刑碓に分離しなければな
らない ｡
(2) その1=め に は ､ 情報交換する1=めの仲間
作り､ プ ロ グラ ム デ ー タの共有化などが重要に
なる ｡
(3) その上で､ 経験､ ノ ウ - ウ, 知見などを
現場に お い て､ マ イ コ ン のプ ロ ブナム やデ ー タ
の 追加､ 改良に活か して い く体制づくりが必要
に なろう.
(こ ぎい. とよき)
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